



Workshop for Generating Ideas with regard to Greeting Education for High School Students
SHIMADA Hiroshi
Abstract :  This paper reports on workshop for generating ideas with regard to greeting education for high 
school students by “jukugi”（deep deliberation） in the University of Shimane. This workshop was held for 
university students who want to get a high school teacher's license. The purpose of this report is to explain 
what was done in the workshop, and to explore the challenges that remain to improve the workshop. The main 
contents of this report are an overview of the workshop and future tasks on this workshop.
　When presenting the ideas, greeting education for high school students returns to the basics of greeting 
education for elementary and junior high school students. It is not easy to generate ideas for several reasons as 
follows: 1） There were some limiting conditions which had to be met for this workshop to take place. 2） For 
university students, this workshop was held for the ﬁrst time ever. 3） In “jukugi”, it would have been better to 
deliberate several times. However this workshop had only one opportunity for deliberation.
　Future tasks to develop this workshop are as follows: 1） When we have the workshop by “jukugi”, we need 
to have fewer conditions for generating ideas. 2） University students need to have more opportunities for 
“jukugi”.































































































プロジェクトの成果は、どうだったのだろうか。平成 23（2011）年 9 月に実施された「学校への「ふるまい向
上プロジェクト」に係る取組状況調査」によると、平成 21（2009）年度（ふるまい向上プロジェクトに取り組む前）
と比べて生徒のあいさつがよくなったと回答した高等学校は、県下の全 42 校中 11 校（26.2％）と報告されている 5）。

























対象校数 39 12 51
回答校数 39 12 51
実施校数 31 3 34
％ 79.0 25.0 66.7 
平成 26 年度
対象校数 38 12 50
回答校数 38 12 50
実施校数 32 6 38















％ 68.0 67.9 
＊：平成25年度から27年度までは、県立学校（高等学校・特別支援学校）は悉皆調査（た
だし、平成 27 年度の回収率は 100％ではない）。それ以外はすべて、任意の回答。
＊＊：県教委の既発表値は％のみ。なお、既発表値では、平成 25 年度と平成 29 年
度は回答があった学校数に対してあいさつ運動を行っている学校数の割合で数値が
だされていたが、平成 26 年度から 28 年度は「ふるまい」にかかわる 10 項目の取り
組みのなかでの割合でだされており、数値の扱いが異なっていた。このため、経年
で比較するため、平成 25 年度と平成 29 年度で採用した集計方法で再集計している。






















もや若者も登録できる。これまでの登録者数の推移をみると、平成 27（2015）年度は 104 人、平成 28（2016）年





























































































そこでは、熟議を約 60 分でする展開例が示されている。具体的には、①オリエンテーション（5 分）…なぜ、
熟議開催に至ったかを確認する、②テーマに係る資料の共有（10 分）…テーマについての知識・背景を共有する、
③熟議（前半）（20 分）…自己紹介→付箋を用いて意見（思い）をたくさん出す、④熟議（後半）（15 分）…前半
で出た意見について、方向性をもって話し合う、⑤グループごとの発表（5 分）…各グループ 1 分程度でまとめ、




プのすすめ』13）では、熟議を 120 分で展開する例があげられている。具体的には、①導入ワーク（5 分）、②子供
の未来のビジョンの共有（20 分）、③ビジョン実現のためのアイデア出し（70 分）、④振り返り（20 分）、⑤主催



















































































































































































による検索を行えるようにしたもの」である。平成 30（2018 年）8 月現在、「あいさつの教育」関係の政策は 8 つ登録され
ている。
8）「しまニッコ！（スマイル声かけ）県民運動」HP（http://www.shimane-youth.gr.jp/work/smile）


















〔付記〕HP は、いずれも 2018 年 8 月 29 日に閲覧。
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